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プロローグ
　　臆病を良心とした日本陸軍の将軍
　　呉服商の息子からエリート軍人へ
　　遠藤日誌　第一号　高等二学年生

遠藤三郎　仏国駐在武官日誌
　　日程
　　フランスへ出発
　　パリ到着
　　メッツ防空学校入学
　　仏国陸軍大学校入学
　　地中海の旅に出発
　　パリに戻る

遠藤三郎　戦後第一回訪中日記
　　遠藤先生との思い出の記　髙島敏明
　　遠藤三郎を研究して　張鴻鵬

旧日本陸軍中将遠藤三郎（1893 ～ 1984 年）が、在仏大使館付武官在任（1926 ～ 29
年）中、第１次大戦の最大の激戦地ヴェルダン、さらに仏軍が全滅したロッシニョ
ル戦場を視察し、近代兵器が重大な人的被害を惹起することを実感。ジュネーブ
の国際連盟本部の英・米・日の３国の海軍軍縮会議で陸軍首席随員として参加す
るが、妥協点を獲得できず挫折する。ついでパリの陸軍大学校での「汎ヨーロッ
パ主義」の講義に感動する。こうした実体験が彼の日誌に詳述されている。

川成洋・法政大学名誉教授
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